
鉄器e鉄製品の様榔ま集落の盛衰と一致している。図示した鉄器e鉄製品81点，銅製品2点のうち，58点が

南部からの出土で，全体の約70％を占めている。南部に掘立柱建物跡群や大形の竪穴住居跡が集中し始めると，

そこを中心に鉄器e鉄製品の数や種類が増えており，8世紀後葉から9世紀中葉がピークとなっている。

表14　主な鉄器e鉄製品が出土した遺構

器種　　 時期 8 世紀前葉 8 世紀中葉 8 世紀複葉 9 世紀前葉 9 世紀中葉 9 世紀後菓

S I71鉄 SI16 ・34 ・54・61 SI33 ・35 ・62・90，SB 6 SIl・4・49・55

馬　　 具 SI19 S I6 ・65

錠前 ・閂 SB 26 SIlO ・61 S I19 ・25・62 SIl ・6 （壷金） SI14

刀　　 子 S I18 ・31 SI34 ・61・66・82 SI25・62 ・92 SIl ・4・75 SI14 ・22

農

○
工
具

鎌

鋤 先

斧

鋸

金 柑

SI31

SI17

SI82

SB l

S I61

SI19 ・58 ・62

SI25

S I92

SI6・75

SI14

そ の 他 ・

銅 製 品

SIlO （紡錘）

SI61 （火打金）

SI62 （柄頭）

SI97 （鋒帯具）

SB 4 （火打金）

（6）まとめ

当遺跡は，6世紀後半から竪穴住居が出現するがその数は少なく，集落としての規模が拡大するのは8世紀

前葉からで，9世紀後葉まで続く。掘立柱建物が本格的に出現するのは8世紀後菓からで，ほとんどが南部に

位置している。桁行3間，梁行2間の建物跡が多いが，東西5間，南北3間や桁行4間，梁行3間のものもあ

り，大半の柱穴は長径（長軸）が1mを超えている。特に，第2～4号掘立柱建物跡は桁行4間，梁行3間で，

ほぼ同じ位置で2回建て替えられたと考えられる。第7。8号掘立柱建物跡，凱3e14号掘立柱建物跡虜17e

25号掘立柱建物跡，第20。23号掘立柱建物跡もそれぞれ重複しており，桁行e長軸方向がほぼ同じまたは直交

することから，建て替えの可能性がある。出土土器片における須恵器片の割合は8世紀復業から9世紀中葉が

最も高い。9世紀前葉から南部に出現する大形の住居跡では，さらにその割合が高くなり，供膳具は特に高い

傾向を示す。墨書土器の大半は，9世紀中e復業の遺構から出土しており，北部と南部とでは異なる様相を呈

している。鉄器・鉄製品は，南部を中心に8世紀後葉から9世紀中葉に鉄器e鉄製品の数や種類が増加し，最

も多くなる。

これら遺構や出土遺物の様相から，当遺跡は8世紀復業から9郎己中葉が最盛期で，南乳特に調査4区の

中央部から南部にかけてがその中心的区域と考えられる。

それでは，当遺跡の集落としての性格はどう位置づけられるだろうか。

当遺跡では掘立柱建物跡が配置されている区域と住居跡が所在する区域が明瞭に区画されておらず，両者が

混在している。一部の掘立柱建物跡には，住居跡と関連性を持つ可能性が考えられるものもある。また，掘立

柱建物跡の柱穴の方向は必ずしも揃ってはおらず，平面形も楕円形や円形のものが多い。これらのことは，一

般集落的特徴と考えられる。

一方，一般の集落とは異なる様相も数多くみられる。長径。長軸が1mを超える柱穴を持つ掘立柱建物跡が

多く，第14号掘立柱建物跡は確認されただけで長軸5間，短軸3間あり，また，第2～4号掘立柱建物跡の桁

行4間，梁行3間といった建物跡があり，特に第2～4号掘立柱建物跡はほぼ同じ箇所で2回の立て替えが行
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われている。遺物では，灰粕陶器などの施粕陶器がある程度出土しており，その中には二彩陶器や禰輪形陶器

が含まれている。相輪形陶器は，香炉の蓋のつまみ部で，五重塔や七重塔を模した相輪状を呈したものによく

似た形状をしており，仏教的な用途が推定される。墨書土器では，「矢作家」と記された土器が出土しており，

鉄の出土数が多いことからも工房的な施設が存在した可能性が考えられる。鉄器。鉄製品は図示したものが81

点，図示できなかった破片を含めると200点を超える。券種は，刀子，鉄，鎌，鋤先，斧，鋸，引手，鐙金具，

金柑，火打金，錠前牡金具，壷金，閂金具など様々なものがある。特に鉄の出土様相は，蝦夷征伐が頻繁に行

われていた時期と対応している。鋒帯具や柄頭などの銅製品も出土している。

また，当遺跡周辺の古墳は多くはなく，最も近い宮後古墳が1km離れている。古墳時代の遺構も少なく，古

墳時代からの有力者が当遺跡に存在していたとは考え難い。8世紀前葉から集落として発展し始め，最盛期が

8世紀後葉から9世紀中葉になり，10世紀には消滅する。遺構外からも，10世紀以降の土器は1点しか出土し

ていない。調査区域外の近辺には10世紀代の集落は営まれていなかったと推定される。律令制が確立した時期

に集落が形成され，10世紀になり，班田制が完全に崩壊し，公田制へと移行して行った時期に集落としての生

命を失っている。

以上のことから，当遺跡は，一般集落的要素を持ってはいるが，おそらく何らかの官街的な性格を有してい
7）

たと考えられる。中山信名は，当遺跡の周辺地城を河内郡大山郷に比定しており，当遺跡は大山郷で中心的な

集落であり，その内容は明確ではないが，何らかの官街的な機能を果たしていたと推定される。

4　中◎近世
8）

土坑墓4基が出土している。出土遺物から時期が判明しているのは第158号土坑だけで，第162e163号士坑

は形状から中世墓の可能性が考えられるが，遺物が出土していないため時期は不明である。方形竪穴状遺構や

第10e12号掘立柱建物跡もおそらく中世の遺構と考えられるが時期は不明である。中。近世の土器片は，遺構

外でもあまり出土してなく，すべて細片である。この時期には集落は存在せず，山林や田畑，墓地が形成され

ていたと考えられる。

註

1縄文時代の年代観については，小林達雄編集『縄文土器大観』（小学館1989年）に基づいた。

2　古墳時代後期の年代観については，樫村宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」（『研究ノート』

2号　茨城県教育財団1993年）に基づいた。

3　奈良e平安時代の年代観については，土師器は浅井哲也「茨城県内における奈良e平安時代の土器（I）」

（『研究ノート』創刊号1992年），須恵器は赤井博之「古代常陸国新治窯跡群の基礎的研究（1）」（『婆良

岐考古』第20号1998年）に基づいた。また，灰粕陶器は斎藤孝正氏に御教示を頂いた。

4　墨書土器の文字の釈読については，平川南氏に御教示を頂いた。

5　茨城県史編さん原始古代史部会『茨城県史料　古代編』茨城県1968年12頁

6　鉄鉱の分類については，津野仁「古代e中世の銑鉄」（『物質文化』541990年）に基づいた。

7　本書4頁を参照されたい。

8　第158。162e163号土坑出土の人骨についての所見は，梶ケ山眞理氏に御教示を頂いた。
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鎌田遺跡第4号住居跡出土遺物（壁材）自然科学分析業務委託報告

パリノeサーヴェイ株式会社

はじめに

鎌田遺跡では，奈良。平安時代を中心とした集落跡が検出され，竪穴住居跡や掘立柱建物跡などの遺構が確

認されている。このうち，第4号住居跡はいわゆる焼失家屋であり，住居構築材と考えられる炭化材や，壁材

とみられる焼土塊などが出土している。今回の分析調査では，第4号住居跡の壁材について，灰像分析と珪藻

分析を行い，構築材料に関する資料を得る。

1。試料

試料は，第4号住居跡から出土した「壁材」3点（試料番号1且・12e14）である。このうち，灰像分析では，

壁材の繊維痕の中に残存している白色物質を抽出して試料とした。

2。分析方法

（1）珪藻分析

湿重で7g前後秤量し，過酸化水素水，塩酸処理，自然沈降法の順に物理化学処理を施して，珪藻化石を濃

集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後，カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後，プリュウラックス

で封入して，永久プレパラートを作製する。

検鏡は，光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い，メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し，

珪藻殻が半分以上残存するものを対象に，200個体以上同定。計数する（化石の少ない試料はこの限りではな

い）。種の同定は，Krammer，K。and Lange－Bertalot（1986e1988。1991ae1991b），Krammer，K．（1992）な

どを用いる。

同定結果は，海水～汽水生種，淡水～汽水生種，淡水生種の順に並べ，その中の各種類はアルファベット順

に並べた一覧表で示す。また，環境指標種についてはその内容を示す。そして，産出個体数100個体以上の試

料については，産出率2．0％以上の主要な種類について，主要珪藻化石群集図を作成する。また，産出した化

石が現地性か異地性かを判断する目安として完形殻の出現率を求め，考察の際に考慮した。なお，淡水生種に

ついてはさらに細かく生態区分し，塩分。水素イオン濃度（pH）。流水に対する適応能についても示す。ま

た，環境指標種については，その内容を示す。堆積環境の解析にあたって，淡水生種については安藤（1990），

陸生珪藻については伊藤e堀内（1991），汚濁耐性については，Asai，K．＆，Watanabe，T。（1995）の環境指標種，

生活型などについては，VOS，P．C．＆DEWOLF，H．（1993）を参考とする。

（2）灰像分析

植物体の菜や茎に存在する植物珪酸体は，列などの組織構造を呈している。植物体が土壌中に取り込まれた

後は，ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によって分離し単体となるが，植物遺体や植物が燃えた後の灰には，

組織構造が植物珪酸体列などの形で残されている場合が多い（例えば，パリノeサーヴェイ株式会社，1993）。

そのため，組織片の産状により，当時の構築材や燃料材などの種類が明らかになると考えられる。

繊維痕の中に残る白色物質は，灰化した状態で残留する繊維のように見え，観察の際の障害となる炭化物が
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表且　第4号住居跡壁材の珪藻分析結果

種　　　　　 類
生態性 i 環境

l 指標種 11　　 12　　　 14塩分 p H 流水

M astogloia pum ila （G run．）C leve E uh

B

1

P aralia sulcata （E hl．・狂lev e

C occoneis scutellu m E hrenb erg

E uh 1

E u hlM eh C l 12　　 13　　　　 7

C occoneis scutellum v ar　arva G rurlOW E u h－M 〔有 C l 1

A chnanthes brevip es A gardh M eh D l

E l

1

G om p honem a spp． M eh 1

M astogloia ellip tica A g ardh M eh 1　　　 1　　　 1

N itzschia cf acidoclinata L an　e－B ertalot M eh 9

A m phora v en eta K uetzing O ghlM eh al－bi Lp h

U

1

F ragilaria b revistriata G runow O gh－M eh al－il トp h 5

N av icula veneta K u etzing O gh－M eh aLil ind U

S

1

N itzschia frustulum （K u etz．）G runow O gh－M eh aLbi in d 3　　　 7　　　　 9

N itzschia p alea （K uetz．）W ．Sm ith O gh－M eh in d in d 1　　　 2　　　　 1

ー辿 9卓k gib berula （E hrjO ・M uller

A m p hora m on tan a K rasske

O　h－M eh al－il in d 1

O gh－ind in d in d R A 8　　 11　　 14

C alon eis aerop hila B ock O gh－ind al－il in d R A 2　　　　　　　　　 ヱ

C occoneis p lacentula （E hr．）C leve O gh－ind al－il in d U 3　　　 3　　　 1

C oecon eis plaeentula var．eug lypta （E hr．）C leve O gh－ind al－il トp h T 1

C ym bella tu rgid ula G ru now O gh－ind aH l r－p h K ，T

T

1

E unotia arcus var．bidens G runow O gh－ind ac－il Lph 1

E unotia bilu naris （E h r．）M ills O gh－hob aC－il 1騨ph 1

F ragilaria cap ucina var．g racilis （O estr．）H u stedt O gh車ind aH l Lph 1

F r堀ilaria cap ucina var．m esolep ta （R ab五）R abenhorst O gh－ind al－il トph T 1

F ragilaria eon stru enS （E hr．）G runow O g h－ind aH l Lph U 1

F ragilaria con struens fo．binodis （E hr．）H ustedt O g h－ind allil 1－ph U 1

F ragilaria con struens fo．venter （E hr．）H u sted t O g h－ind aH l 1－ph S 1

F ragilaria pin nata v arJ an cettula 縛chum ．）H ustedt O gh －ind aH l ind S

0

R A ，U

1

F ragilaria uln a （N itzseh）L an ge－B ertalot O gh －ind al榊il ind l

G om pho11em a aCu m inatum E hren berg O gh －ind ind トph 1

G yrosigm a arHm inatum （K uetz．）R abenhorst O gh －ind aLil ind 1

H antzsch ia am phiox ys （E hrl．）G ru no O gh lind al－il ind 46　　　 55　　　 73

N avicula con tenta G runow O gh －ind al－il illd R A ．T 1　　　 1　　　 1

N avicula con tenta 毎．biceps A rn ott H u ste ．t O gh －in d aH l ind R A ，T 5

N avicula ignota K rassk e O gh－ind ind ind R B l

N avicu la ignota var．p alu stris 田u st．）L und O gh－in d ind ind R B 1　　　 1

N avicu la m u tica K uetzin g O gh－in d al－il ind R A ，S 54　　　 63　　　 52

N avicu la param u tica B ock O gh－in d in d ind R B 5　　　 1　　　 1

N avicula rhy nch ocephala K uetzing O gh－in d al－il ind U 1

N avicula toky oensis H ．K obayasi O gh－in d in d Lp h R I 1

N itzschia am phibia G run ow O gh－in d a1－bi ind S 1　　　　　　　　 1

N itzschia cf．p erm inu ta 匿run。）P eragallo O gh－in d in d ind R I 1

N itzschia spp． O gh－u nk u nk unk

R A

1

O rthoseira roeseana （R abh 。）O tM eara O ghlin d in d ind 1

P innularia borealis E hrenberg O ghlin d in d ind R A 12　　 12　　　 12

P innularia sch oenfelderiK ram m e O gh車ind in d ind R I 5　　 10　　　　 9

P innularia subcapitata G regory O gh－ind ae－il ind R B ，S 1　　　 4　　　　 1

Sellap hora p upula （K uetz．）M ereschkow sk y O gh－ind ind in d S 1

Stauroneis obtu sa L agerstedt O gh－ind ind in d R B 13　　 12　　　　 6

Surirella ＿革p． O gh－un k u nk u nk 1
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珪藻化石総数
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凡例

H．R．：塩分濃度に対する適応性

Euh　　　：海水生種

Euh－Meh　：海水生桂一汽水生種

Meh　　：汽水生種

Ogll－Mell：淡水一汽水生種

Ogh－ind　：貧塩不定性種

Ogh－hob　：貧塩嫌塩性種

Ogh－unk：婁塩不明種

pH：水素イオン濃度に対する適応性
aLbi　　：真アルカリ性種

al－il　　：好アルカリ性種

ind　　：pH不定性種
ac－il　　：好酸性種

LlIlk　　：pH不明種

C恩：流水に対する適応性

Lpll　：姓l上水性種
illd　：流水不定性種

r－ph　：好流水性種
unk　：流水不明種

環境指標種群
B‥内湾指標種，Cl：海水藻場指標乱Dl濁水砂質干潟指標種，El：海水泥質干潟指標種（以上は小枚1988）
K沖～下流性河川指標種，0：沼沢湿地付着生種（以上は安藤，1990）
S：好汚濁性種，U：広域適応性種，T：好活水性種（以上はAsai，K．＆Watanabe，T．，1986）
R：陸生珪藻（RA：A群　RB：B群　RI群　伊藤・堀内1991）

－353－



試
料
番
号
　
　
1
1
　
　
1
2

淡
水
～
汽
水
生
種
［
離
鍼
舘
朋
督

汽
水
生
瀾
－
－
よ
蔓
駁
獣
毒
す
乱
射
勘

海
水
～
汽
水
生
種
～
§
駕
篭
的
竃
g
U
U
S

流
水
不
定
性
種
種

、
）
、
、
・
～
、
－
、
も
一
J
3
、
へ
・
′
・
、
も
ト
、
、
）
・
〕
一
道
〕

簑

蔓

至

芸

室

温

毒

陸生珪藻

邑

薫

昔

ぎ

＝

遥

遠

竃

渥

、
｝
）
ミ
～
E
、
）
、
、
こ
七
一
、
ざ
、

．
ど
も
、
ト
、
も
、
ト
、
〇
・
〕
3
、
、
～
・
）
、
へ
一
己
≧

鴬
急
ぎ
顎
嶺
蓬
蔓
定

義

温

ぎ

針

鼠

息

童

斜

憲
寮
g
遥
遠
竃
遼
莞
湧
戒

、
）
・
）
、
、
、
叫
ト
ト
、
3
、
、
、
）
へ
3
、
、
～
・
）
、
＞
、
）
≧

登

芦

屋

禁

義

裏

声

謹

撰

水
生
珪
藻

陸
生
珪
藻
（
そ
の
他
）

陸
生
珪
藻
B
群

陸
生
珪
藻
A
群

淡
水
～
汽
水
生
種

汽
水
生
種

海
水
～
汽
水
生
種

海
水
生
種

淡水性種の生態性

貧
塩
不
明
種

貧
塩
嫌
塩
性
種

貧
塩
不
定
性
種

貧
塩
好
塩
性
種

好
＋
真
止
水
性
種

流
水
不
定
性
種

好
＋
真
流
水
性
種

P
H
不
明
種

好
＋
真
ア
ル
カ
リ
性
種

p
H
不
定
性
種

好
＋
真
酸
性
種

非
完
形
殻

完
形
殻

流
水
不
明
種

画鼓衰≡溺墜曇に五ヨコ圃繹ヨコ観覧藍ヨコ圃医藍≡コ　踵露コ

一一一二一一二二‾三二
0　　　　　50　　　　100％
］－．．，．！．．．．！

図1第4号住居跡壁材の主要珪藻化石群集

海水…汽水…淡水生種産出率や各種産出率も完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は

淡水生種の合計を基数として百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。
なお、⑳は1％未満の種類を示す。

ほとんど含まれていなかった。そのため，これを朝倍の光学顕微鏡下で観察し，イネ科葉部（菓身と菓鞘）

に由来した植物珪酸体を包含する組織片について，近藤㊧佐瀬（1986）の分類に基づいて調べた。

三　島当、－

（1）珪藻分析

結果を表I e図1に示す。3試料とも，珪藻化石が豊富に産出する。完形殻の出現率は　何れ郁％前後で

ある。また，産出分類群数は，20属43種類である。産出種の特徴はタ陸上の好気的環境に耐性のある陸生珪藻

が83％前後と優占するほか，海水～汽水生乳　淡水～汽水生種を伴う。

試料番号まい12e14とも珪藻化石群集の特徴は近似しており，陸生珪藻の中でも分布がほぼ陸域に限られる

耐乾性の高いA群（伊藤e堀内，且99温）のHantzschiaamphoxys Navicuhmuticaが20～35％と優占し，同

じくA群のPinnulariaborealisなどを伴う。このほか，これらの3試料からは，海水～汽水生で海藻（草）な

どに付着生育する海水藻場指標種群（小杉，且988）のCocconeisscutellumや，淡水から汽水域にまで生育し

塩分耐性の高いNitzschia存ustulumを伴う。

（2）灰像分析

3試料には，いずれも栽培植物であるイネ属の菓部に形成される，短細胞列や機動細胞列を含む珪化組織片

が認められる。

4。考察

壁材の珪藻分析の結果では，3試料とも陸上の好気的環境に耐性のある陸生珪藻A群が優占した。一方，灰

像分析では，繊維痕に残留していた白色の灰状の物質は全てイネ属に同意され，稲藁が利用されていたことが

うかがえる。これらの結果から，3試料とも一連の壁材とみられる。

珪藻分析結果を見ると，優占する2種類を除けば，いわゆる混合群集によく似た組成を示す。このことから，

壁材の母材は，周辺の低地部で普段は乾燥しているが，増水時などに時々浸水して水成堆積するような場所で
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堆積した　シル　分に富んだ土壌であった可能性がある。低率ながらも産出する海水～汽水性種や汽水性種はタ

古い時代の珪藻化石の再堆積などによる可能性があるが，詳細は不明である。一方夕壁材中に含まれていたと

考えられる稲藁は，壁土に混和することで繋ぎ等の役割を持っていたことが推定される。

本住居跡では住居構築材と考えられる炭化材も出土していることから，今後これらの炭化材については樹種

同定を行い，住居構築材料の利用状況をさらに把握したい。
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鎌田遺跡第4号住居跡出土遺物の元素組成および鉱物組成等について

茨城県工業技術センター窯業指導所

1．出土遣物の種類

伊奈町大字南太田字広地44　鎌田遺跡第4号住居跡

①　壁材

②　SI－4Nn13焼土

③　SI－4‰13焼土中の壁材

④　炭化物

2．測定項目および測定方法

1）元素組成

試料①②③について行った。

試料を100℃で乾燥した後，タングステンカーバイド製振動ミルにより粉砕し蛍光Ⅹ線分析に供した。

蛍光Ⅹ線分析はガラスピード法（囲ほう酸リチウム：試料＝10‥1希釈）により前処理後蛍光Ⅹ線分析装置

を用い，周期律表でNa以上の元素の測定を行った。

2）鉱物組成

元素組成と同様に試料①②③について行った0

試料を風乾した後，タングステンカーバイド製振動ミルにより粉砕し，分析に供した0鉱物組成は，Ⅹ線回

折（粉末法）により測定した。

3）走査型電子顕微鏡（SEM）による観察

試料④について試料表面および内部について観察を行った0

3．測定結果

1）元素組成分析結果

元素組成分析結果を表1に示す。

表 1 元 素 組 成 分 析 結 果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼／〝ノ

試 料 名 Ig ．los s S iO 2 A 12 0 3 F e 2 0 3 T iO 2 M n O C a O M g O K 2 0 N a 2 0 P 2 0 5 t o ta l

0 ．68 1．66 1．3 3 0 ユ4 9 7ユ7
鎌 田 遺 跡 壁 材 5．10 64 ．89 1 6．2 8 5 ．37 0．6 3 0．0 0 1．09

鎌 田 遺 跡

S I－4 N （11 3

焼 土

13 ．5 4 5 0 ．57 1 8 ．5 6 7．87 0 ．9 7 0 ．0 0 1 ．6 6 1．39 0．98 0 ．75 0 ．2 5 9 6 ．4 9

5．3 4 0 ．6 2 0 ．00 1 ．10 0 ．6 9 1．7 3 1．3 5 0 ．1 1 9 7 ．65
鎌 田 遺 跡

S I－4 N o 1 3

焼 土 中 壁 材

4 ．98 6 5．5 8 1 6 ．15
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2）鉱物組成分析結果

鉱物組成分析結果を表2および図1に示す。

表2　鉱物組成分析結果

試科名 同定で きた鉱物 （簡易定量値）

鎌田遺跡壁材

鎌田遺跡　 SI－4Nn13焼土

鎌田遺跡　 SI一仙 13焼土中の壁材 l

石英 （86％） 長石類 （9％）クリス トバライ ト0 （4％）

石英　 長石類 ＊不明 ピークあ り

石英 （87％） 長石類 （10％）クリス トバライ ト （3％）

拍
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③

ナ〇〇°　　　　　　　 t o …　　　　　　　 ●‥ 〇〇　　　　　　　 日ナ●ll

凡例　Q：石英（SiO2）Cr：クリストバライト（Cr）F：長石類

図1　Ⅹ線回折測定の結果

3）走査型電子顕微鏡（SEM）観察結果

試料④炭化物のSEM観察結果を写真1～3に示す。

写真3　内部：300倍

4．考察

1）元素組成および鉱物組成分析結果に基づく出土遺物に関する考察

元素組成分析結果を珪酸分（SiO2），アルミナ分（A1203）アルカリ土類成分（CaO＋MgO），アルカリ

（Na20＋K20）および鉄分（Fe203）のグループにまとめ図2に示す。

図2から　誌料①‥壁材および試料③：焼土中の壁材の元素組成はほぼ同一であるが，試料：②焼土の元素

組成とは全く異なることが判明した。

また，鉱物組成についてもⅩ線回折の結果（図1）から元素組成分析の結果と同様に試料①および③はほぼ

同一の材料であると考えられる。
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2）SEM観察結果に基づく出土遺物に関する考察

写真温～3に示す表面および内部のSEM観察結果から芦試料④は竹類の炭化物であると考えられる。
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鎌田遺跡調査区域全景

調査4区中央部掘立群





第1・2号住居跡
完掘状況

第1・2号住居跡
遺物出土状況

第1号住居跡
遺物出土状況



第3号住居跡
完掘状況

第3号住居跡竃
完掘状況

第3号住居跡竃
遺物出土状況



第4・5号住居跡
第47号土坑完掘状況

第4号住居跡
遺物出土状況

第4号住居跡
遺物出土状況



第4号住居跡
遺物出土状況

第4号住居跡
遺物出土状況



第6・12号住居跡
完掘状況

第6・12号住居跡
遺物出土状況

第12号住居跡

円面硯出土状況



第7号住居跡
完掘状況

第8号住居跡
完掘状況



第10号住居跡
遺物出土状況

第11号住居跡
完掘状況

第13号住居跡
第1号方形竪穴状遺構

完掘状況



第14号住居跡
完掘状況

第14号住居跡
遺物出土状況



第15号住居跡
完掘状況

第15号住居跡
遺物出土状況

第16号住居跡・第50号土坑
第2号方形竪穴状遺構

完掘状況



第17号住居跡
完掘状況

第18号住居跡

完掘状況

第19号住居跡

完掘状況



第19・25号住居跡
遺物出土状況

第19号住居跡
遺物出土状況（引手）

第20号住居跡

完掘状況



第21号住居跡
完掘状況

第22号住居跡

完掘状況

第23号住居跡
完掘状況



第24号住居跡
完掘状況

第25号住居跡
完掘状況

第26A・26B号住居跡
完掘状況



第27号住居跡
完掘状況

第28号住居跡
完掘状況

第30号住居跡

完掘状況



第31号住居跡

完掘状況

第33号住居跡
完掘状況



第33号住居跡

遺物出土状況

第34号住居跡
完掘状況



第37号住居跡

完掘状況

第38号住居跡

完掘状況

第39号住居跡
完掘状況



第40号住居跡

完掘状況

第41号住居跡

完掘状況

第41号住居跡
遺物出土状況



第42号住居跡
完掘状況

第43号住居跡

完掘状況

第44号住居跡

完掘状況



第45号住居跡
完掘状況

第47号住居跡
完掘状況



第48号住居跡
完掘状況

第49号住居跡
完掘状況



第52号住居跡

完掘状況

第53号住居跡

完掘状況



第54号住居跡
遺物出土状況

第55号住居跡
完掘状況

第55号住居跡
遺物出土状況



第55号住居跡竜
遺物出土状況

第56号住居跡

完掘状況

第56号住居跡竃

遺物出土状況



第56号住居跡

遺物出土状況

第58号住居跡
完掘状況

第59号住居跡
完掘状況



第60号住居跡
完掘状況

第61号住居跡
完掘状況

第61号住居跡
遺物出土状況



第61号住居跡
遺物出土状況

第62号住居跡

完掘状況

第62号住居跡

遺物出土状況 〃魔



第62号住居跡

遺物出土状況

第62号住居跡竃袖部
断ち割り状況

第63号住居跡

完掘状況



第63号住居跡

遣物出土状況

第63号住居跡

遺物出土状況

第63号住居跡

遺物出土状況



第65号住居跡
完掘状況

第66号住居跡

完掘状況

第66号住居跡竃
完掘状況



第67号住居跡

完掘状況

第68号住居跡

完掘状況

第68号住居跡
遺物出土状況



第68号住居跡

遺物出土状況

第71号住居跡
完掘状況



第75号住居跡

完掘状況

第75号住居跡
遺物出土状況

第78号住居跡

完掘状況



第79号住居跡

完掘状況

第80号住居跡
遺物出土状況



第81・82・97号住居跡
第181号土坑完掘状況

第83号住居跡

完掘状況

第84号住居跡
完掘状況



第85・86号住居跡
完掘状況

第87号住居跡

完掘状況

第88号住居跡
完掘状況



第90号住居跡
完掘状況

第91号住居跡

完掘状況



第91号住居跡
遺物出土状況

第91号住居跡
遺物出土状況

第91号住居跡竃
遺物出土状況



第93号住居跡
完掘状況

第94号住居跡
完掘状況

第95号住居跡

完掘状況



第95号住居跡竃
遺物出土状況

第97号住居跡竃
遺物出土状況

第98号住居跡

完掘状況



第99号住居跡
完掘状況

第100号住居跡
完掘状況

第101号住居跡
完掘状況



第1号掘立柱建物跡
完掘状況

第2号掘立柱建物跡
完掘状況

第3号掘立柱建物跡
完掘状況



第4号掘立柱建物跡
完掘状況

第5号掘立柱建物跡
完掘状況

第7号掘立柱建物跡
完掘状況



第8号掘立柱建物跡
完掘状況



第13・14号掘立柱建物跡
完掘状況

第16・27号掘立柱建物跡
完掘状況

第17・25号掘立柱建物跡
完掘状況



第18・19号掘立柱建物跡
完掘状況

第20・23号掘立柱建物跡

完掘状況

第21号掘立柱建物跡
完掘状況



第22号掘立柱建物跡
完掘状況

第24号掘立柱建物跡

完掘状況

第26号掘立柱建物跡
完掘状況



第26号土坑完掘状況

第92号土坑完掘状況

第88号土坑完掘状況 第88号土坑完掘状況

第171号土坑完掘状況



第3号方形竪穴状遺構完掘状況

第124号土坑完掘状況

第162号土坑人骨出土状況

第158号土坑人骨出土状況

第124号土坑人骨出土状況

第162号土坑人骨出土状況

第163号土坑人骨出土状況 第163号土坑人骨出土状況



第1号柵列跡
柱痕確認状況

第2号溝完掘状況



第1号道路状遺構
完掘状況（北側から）

第1号道路状遺構
完掘状況（南側から）

調査3区ピット群
完掘状況



SK26－1

第26・88・92・171号土坑，遺構外出土遺物



第8・63号住居跡出土遺物



S168・69

第63・67・68・83号住居跡出土遺物

S163・364

「：



PL57

第1・4号住居跡出土遺物

竃≡‘

や・霊
Sl4－95



PL58

第4・6号住居跡出土遺物

SHト120



PL59

S112－130

第6・7・9・10・12・13号住居跡出土遺物



PL60

第14号住居跡出土遺物



PL61

「t、＿；．＿

’：軍、’－
Sl19・213

S114・197

第14～17・19～22号住居跡出土遣物

‘∴1‾



PL62

S124・234

第20・21・23～25・27・30号住居跡出土遺物



PL63

第30・33～35・37・38・40・43・46～49・51号住居跡出土造物



PL64

S141－284

第38・41・51～55・58・59号住居跡出土遺物



PL65

S156・323

第56・58・59・61・62号住居跡出土遺物



PL66

、‾毒！l！弓－，

、書二Il…l二■

S166－385

第62・65・66・71号住居跡出土遺物

二凍



PL67

SI75・3g6

第75・80～82号住居跡出土遣物



PL68

S190－436

第82・90～92・97・99～101号住居跡出土遺物



PL69

藍：：‾」

SB18－507

第91・94・100・101号住居跡，第1
土坑，第1号道路状遺構出土遺物

4・6・16～18・20号掘立柱建物跡，第20・25・117・152号



S149・DPll S163－DP14

＿　一一▼一一1思∴†

SK91－Q19

第4・8・12・47・49・62・63・80・94号住居跡，第88・91号土坑，遺構外出土遺物



PL71

第2・5・15・19・28・30・35・61・62・87・91・100号住居跡，第123号土坑出土遺物



竜増弾き「癖喝馳浄
S162－M6

感盛率

ナナすすヰ滋轍ヰ駁

S175－M73

第1・4・14・18・22・25・34・61・62・66・75・82号住居跡出土遺物



PL73

。●i4

争

昌qキ！｝

S135－M66

第1・4・16・33～35・49・61・62・71・90号住居跡，第160号土坑出土遺物

†7



PL74

S131－M49 S182－M76

S158・M52

第6・17・19・31・58・62・82号住居跡，第108号土坑出土遺物

SK108－M78



PL75

S119・M41 芦62＿∴

Sl14－M35

第6・10・14・19・25・61・62・65・92号住居跡，第1号掘立柱建物跡出土遺物



PL76

Sl14－M36　　　　　　　S16－M25

l＿l藍喜書

SK158－M83

S110－M28　　　　　　　　　　　S日9－M42

第6・10・14・19・61・62・97号住居跡，第4号掘立柱建物跡，第158号土坑出土遺物
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40m付　図　　茨城県教育財団文化財調査報告第176集鎌　田　遺跡遺構全体図


